
食器洗浄機
仕様書

令和８年８月
沖縄県立精和病院



1 コンベヤタイプ洗浄機

2 ＮＢＦ１－ＬＥ－０５

3
３９００ｍｍ×８００ｍｍ×２０４５ｍｍ 以内
（扉引上げ時高さ：２０７５ｍｍ）

4 ＳＵＳ３０４　ｔ１．５ 以上

5 ＳＵＳ３０４　ｔ２．０ 以上

6 ＳＵＳ３０４　２０Ａ 以上　

7
５３４０枚／時（φ１８０皿）
（コンベヤスピード１．６５ｍ／ｍｉｎの時）

8 ３相－２００Ｖ　１６．１５ｋw 以内

9 ヒ－タ－：４．５kw  X　３　/　１３．５ kw　以内

10 洗浄槽：８０Ｌ 以内

11
ダブルアンダースラングフライトコンベヤ
（コンベヤロット棒ピッチ：１１１．５ｍｍ 以内）

12 出口部セーフティストッパー付、過負荷防止装置付、空焚き防止装置付

13 以下のとおり

13-1

13-2

13-3

13-4

13-5

13-6

13-7

13-8

13-9

13-10

13-11

13-12

13-13

13-14

13-15

13-16

13-17

13-18

13-19

13-20

13-21

納入予定日は、当院職員と打ち合わせを行い、そのスケジュールに従い完了する事。

本機器を使用するものに対し、取扱説明を行う事。

洗 浄 ノ ズ ル パ イ プ

洗 浄 能 力

定 格 消 費 電 力

槽 加 熱 ヒ － タ － 容 量

洗 浄 槽 容 量

一次側　動力分電盤より電気接続する事。

既存品撤去及び搬入設置費、給排水接続費を含む事。

既存蒸気配管は立ち上がりプラグ止めを行う事。

機器の撤去、搬入、据付、調整については、通常業務に支障をきたさないよう、当院職員と協議のうえ、その指示によ
る事。

コンベヤスピードは洗浄対象物によって容易に切替可能な３段セレクトスイッチ方式である事。

出口部は食器が溜まるとコンベヤが自動停止するセイフティーストッパーである事。

コンベヤ形状は、洗浄物を立てて洗浄ができるダブルアンダースラングフライトタイプである事。

洗浄槽及び仕上げ槽の排水は各槽ごとのボールバルブによる排水方式である事。

入口・出口　排気ダクトを接続する事。

仕上げ給湯は、コンベア連動で電磁弁制御・施設給湯より接続である事。

仕上げ給湯使用量は４２０Ｌ／ｈ以内である事。

洗浄機内有効高さは４７０ｍｍ以内である事。

品 名

参 考 型 式

寸 法

本 体 材 質

架 台 材 質

コ ン ベ ヤ 形 状

安 全 装 置

特 記 事 項

操作盤はマイコン制御式で運転準備が自動で行える事。

標準装備のリターンポンプにより、最終仕上げ湯を無駄なく再利用し、各洗浄タンクへ自動的に補給できる構造である
事。

温度表示はデジタル表示式で視認性に優れている事。

洗浄槽の給湯制御方式はフロートレススイッチと電磁弁による自動制御で節水に配慮した機構を搭載している事。

洗浄槽の扉の開閉方式はスライド式であり上下二分割できる構造である事。

タンク底面は傾斜が付けられており、容易に排水が出来、タンク内に洗浄湯が残らない構造である事。

洗浄槽の温度制御方式は温度センサーとヒ－タ－による自動制御方式で確実に洗浄湯温をコントロールできる事。


